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（１）

・ PKS 1830-211はその電波での形状からアイ

ンシュタインリングと呼ばれるケースがあり、
最近でもそれが引用されている。

・ Rao and Subrahmanyan (1998)で重力レンズ
天体と指摘され、Jauncey et al. (1991)でアイ

ンシュタインリングと指摘された。
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1830-211 (Jauncey et al., 1991)
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（２）

・ 「アインシュタインリング」を「点状の源が

重力レンズ効果によってリング状の像に
なって見える」とした場合、PKS 1830-211
がアインシュタインリングと言えるかどうか
を検討してみた。
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（Ａ）

・ Subrahmanyan et al. (1990)では、モデルから計算

をし、コア・ジェット・ノット構造の天体が重力レンズ
効果で３つの像に見えているとしている。

・ Jauncey et al. (1991)では３つ目の中心の像が観測

されずアインシュタインリングとした。

・ その後、Nair et al. (1993)はこの観測もコア・ジェッ

ト・ノット構造で説明できるとした。
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（Ｂ）

・ 観測からは形態以外にアインシュタインリン
グを主張する理由が出ていない。また、モ
デルからはアインシュタインリングを排除す
る計算も出ていない。

→ 現在もアインシュタインリングとしての引用
が続いている。

→ 電波観測から他の理由が見つからないか
検討した。
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（Ｃ）

・ 通常のＱＳＯにおいては、観測周波数によって
ジェットの強度のピークの位置が異なることが指
摘される （ ｒ ∝ １／ｆ ： 例えばBlandford and 
Konigl, 1979）。

→ジェットの像ならば輝度最大点のポジションアン
グルが周波数とともに回転することが予想され
る。

・ 一方で、アインシュタインリングならば周波数依
存性は無いはずである。
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（Ｄ）

・ PKS１８３０－２１１の２つの成分のピーク位
置の position angle の観測周波数による変

化を、発表された論文から求めてみた。

　（藤下光身・藤下基線

：日本天文学会2006年度春季年会S21a, 2006）
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Observed Year　　Position Angle     Frequency         Reference

1986.38                 43.35deg          14.94GHz     Pramesh Rao et al.

1987.79                 45.67                  4.89         Subrahmanyan et al.

42.65                14.96

42.26                22.49

1988.88                 43.50                  2.3          Jauncey et al.

1989.46                 45.78                  1.69         Jauncey et al.

ポジションアングル
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周波数とポジションアングル
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（Ｅ）

・ 以下の式で回帰分析を行った。

　　　　　　　　θ＝ａ＋ｂ／ｆ

　　a ＝ 42.83 ± 0.77

b ＝ 4.42 ± 2.46

　ジェットモデルと矛盾しない結果となった。
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結論　

・ PKS 1830-211 はその電波での形状からアインシュタインリン

グと記述した論文がある。

・ しかし、(1)直線状のジェットが重力レンズ効果により円弧状に

拡大されてペアで見えるという計算があり、

・ (2)観測周波数による最大輝度位置の変化がジェットモデルと

矛盾しないため、

→　アインシュタインリングではなく、コア・ジェット構造の天体が
円弧状に対の像として見えていると考えられる。
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